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形式語「こと」の日本語学習者による
習得について
高 橋 雄 一＊
はじめに
日本語学習者による「もの」「こと」の用例を日本語母語話者の用例と
比べると，１）の「こと」のように学習者が比較的多く使用する用法と，２）
の「もの」のように，日本語母語話者は使用するが学習者はあまり使用し
ない用法が見られる。
１）早速ですが，留学生の奨学金のことについて申しあげたいです。
（中略）
奨学金のこと考えていただければ，ありがたいと思います。
（YNUコーパス，タスク４，中国語母語話者，下位群，C０２２）
２）奨学金を増やしてほしいという要望は，今までの総会でも多数出てきており
ました。
その理由としては，奨学金の申請をしても，家庭の状況や収入から認められ
ない，仕送りが十分ではないにもかかわらず，研究等で忙しく，アルバイトが
できないなどというものでした。
（YNUコーパス，タスク４，日本語母語話者，J００６）
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本稿は，このような「もの」「こと」の日本語学習者と日本語母語話者に
よる使用の違いについての研究の一部として，特に「こと」について日本
語学習者の文法習得の観点から考察するものである。
１．「もの」「こと」に関する先行研究
まず，「もの」「こと」全般について参照した先行研究や参考にした資料
を挙げる。
１．１「形式語」について
筆者は，高橋（２０１８）で，文法論の立場から「もの」「こと」を含む複
合辞について考察した。その際に，この論文が収録されている藤田・山崎
（編）（２０１８）が「形式語」をテーマにしていることから，複合していない
「もの」「こと」にも注目した。ここで言う形式語については，藤田・山崎
（編）（２０１８）の「はじめに」で次のように述べられている。
３）近現代日本語においては，「複合辞」すなわち複合して辞に転成した形式のみ
ならず，単独で辞的に働く形式に転成したものも数多く見られ，それらの研究
も「複合辞」の研究と同様に深められる必要がある。そうした問題意識から，「複
合辞」と単独で辞的形式に転成したものとを併せて「形式語」と呼ぶこととし
（以下略）（藤田・山崎（編）２０１８）
このように，従来多く研究されてきた「複合辞」だけでなく，複合はして
いないが辞的（機能語的）に働く形式にも注目すべきという立場である。
ただし，この引用の後では，執筆者の立場によって「形式語」研究に関す
る考え方も異なるところがあり，それも研究の現状を映し出すものである
とも述べられており，形式語の研究はまだ十分に進んでいないと言える。
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筆者は，文法研究の立場で連体修飾節の構造を研究テーマとし，さらに
その延長として「もの」「こと」を含む複合辞の研究を始めたため，複合
辞の成り立ちに注目する視点から研究をしていた。しかし，「もの」「こと」
自体の諸用法も説明が難しいものがあることが分かり，それは日本語学習
者にとっても習得が難しいものであると予想されたため，今回のテーマを
設定した。
１．２「もの」「こと」の習得について
次に，日本語学習者による「もの」「こと」の習得についての研究を見
てみよう。
坪根（２００２，２００３，２００４）は，韓国語母語話者，英語母語話者，中国語
母語話者の日本語学習者による形式名詞「もの」「こと」の各用法につい
て，KYコーパスによって自然発話の使用状況を調査している。（なお，
坪根氏は「もの」「こと」の順で述べている）坪根氏は，３つの母語話者
に共通して見られる特徴として，調査結果から予測される正用順序は，形
式名詞（もの，こと），「たことがある」が最も早い段階で正用され，「N
のこと」や名詞化の用法がそれに続き，その後「ということ」（一般化・
内容）が正用されるようになるという順序だとしている。
しかし，「はじめに」に挙げたように，「もの」「こと」でも，用法によっ
ては日本語学習者があまり使用しないものもある。「もの」「こと」の諸用
法のうち，どのようなものが習得されやすく，どのようなものが習得され
にくいかについて明らかにする必要がある。
また，名詞「もの」「こと」や，「もの」「こと」を中心とする複合辞は，
書き言葉においても多く使用されるので，書き言葉における使用を改めて
調べる必要がある。このため，本研究では，KYコーパスの書き言葉版と
いう位置づけの，金澤裕之（編）（２０１４）『日本語教育のためのタスク別書
き言葉コーパス』（以下，略称の「YNUコーパス」とする）を使用して調
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査をすることにする。
１．２ 日本語教科書での扱いについて
ここで，ごく簡単にではあるが，日本語の教科書における「もの」「こ
と」の各用法の提出順を見ておこう。ここでは，日本語の教科書の一つの
例として『みんなの日本語初級，本冊 第２版』『みんなの日本語中級
，本冊』を参照する。
『みんなの日本語初級，本冊 第２版』における「もの」「こと」の
提出箇所は次のようになっている。まず，「もの（物）」が１０課の練習 B
で「冷蔵庫の 中に いろいろな 物が あります」という文を作る練習の中
で提出されている。『翻訳・文法解説』を見ると，英語訳は“thing”，中
国語訳は“ 西”，韓国語訳は“ ”となっている。一方，「こと」は，
まず，１８課で動詞辞書形と共に「ことができます」「～は～ことです」が
提出され，１９課で，た形と共に「ことがあります」が提出されている。そ
の後，２５課の会話で「東京へ 行っても，大阪の ことを 忘れないで くだ
さいね。」という文で名詞の「こと」が提出されている。これは「Nのこ
と」という文型であるとも言える。『翻訳・文法解説』を見ると，英語訳
は“thing, matter（＝の こと：thing about～）”，中国語訳は“事情（＝
の こと：～事）”，韓国語訳は“ ， （＝の こと：～ ，～ ）”
となっている。
このように，初級のレベルにおいては，名詞としての「もの」「こと」が
提出され，併せて「こと」については複合辞的な表現のうち基本的なもの
が提出されていることが分かる。
さらに，『みんなの日本語中級，本冊』では次のようになっている。
「もの」に類する表現としては，「…もの／もんだから」が１２課，「～もの
だ／ものではない」が１８課で提出されている。また，中級文法の補足項目
としてに付いている「文法 プラスアルファ」で，「～ものがある」「～
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ものなら」「～ものの」が提出されている。一方，「ことだ」に類する表現
はさらに多く，「～ことは／が／を」が１課，「…ことにする／している」
「…ことになる／なっている」が３課，「…こと・…ということ」が４課，
「…ことが／もある」が１０課，「～ことから」が１７課，「～ことに」が２３課
でそれぞれ提出されている。さらに，「文法 プラスアルファ」で，「～こ
とか」「～ことだ」「～ことだから」「～ことなく」「～ことはない」が提出
されている。
このように，中級のレベルにおいては，「もの」「こと」を中心とした複
合辞やそれに類する表現が多く提出されることが分かる。日本語能力試験
の旧出題基準においても，これらは２級もしくは１級の‘機能語の類’の
リストに含まれている。（国際交流基金・日本国際教育支援協会（２００２）に
よる）
２．日本語学習者のコーパスによる「こと」の調査
次に，筆者が行った日本語学習者のコーパスによる「もの」「こと」の
調査のうち，「こと」の部分について述べる。
２．１ コーパスについて
先に１．１の最後で述べたように，本研究では YNUコーパスを使用する。
これは１２の書き言葉のタスクから成っている。被調査者は，主として２０１０
～２０１２年に横浜国立大学に在籍した学部生・大学院生・研究生，併せて１３２
名であり，このうち，コーパスには，日本語学習者（中国語母語話者・韓
国語母語話者）と日本語母語話者の各３０名分ずつ，計９０名分のデータが納
められている。日本語学習者は，作文の評価結果をもとに，上位群・中位
群・下位群に１０名ずつ分けられている。
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表１ YNUコーパスにおける被調査者の内訳
（金澤（編）２０１４：１１，表６）
上位群 中位群 下位群 合計
韓国語母語話者（K） １０ １０ １０ ３０
中国語母語話者（C） １０ １０ １０ ３０
日本語母語話者（ J） ３０
合計 ２０ ２０ ２０ ９０
ただし，KYコーパスとは異なる点があるため，今回の調査も，坪根
（２００２，２００３，２００４）とは異なり，次のような特徴がある。
a．英語話者の日本語学習者が含まれていない。一方で，日本語母語話者のデー
タがある。
b．学習者が一つの大学・大学院の在籍者であるため，日本語のレベルの差が小
さい。
c．「こと」については，意味が通じないほどの誤用はなかったので，正用・誤用
を区別することはしなかった。
なお，YNUコーパスには「オリジナルデータ」と，データベースでの検
索の利便性を主な目的として１文を１行にするなどした「補正データ」が
含まれているが，今回の調査では後者を利用した。データによっては行の
前に段落の最初の１字分の空白があるが，それはそのまま残した。
２．２ 用例の収集と分類について
コーパスから収集した用例は，大まかにではあるが，次のように分類し
た。
「こと」は，名詞に「のこと」を付ける形での使用が目立つので，「N
のこと」というグループを作った。さらに，ほとんどの「こと」が前に連
体修飾部を伴うので，その修飾のタイプによって「名詞「こと」内の関
形式語「こと」の日本語学習者による習得について（高橋） 99
表２「こと」の各用法の使用頻度
日本語学習者
中国語母語話者
日本語学習者
韓国語母語話者
日本語
母語話者
Nのこと ６４（１３．２％） ８０（１２．４％） ３８（６．９％）
名詞「こと」内の関係 ９８（２０．２％） １６０（２４．９％） １０４（１８．８％）
名詞「こと」外の関係 １９８（４０．７％） ２４３（３７．８％） ２２４（４０．６％）
文中の「こと」を含む複合辞等 ５（１．０％） ４（０．６％） ６（１．１％）
文末の「こと」を含む複合辞等 １２１（２４．９％） １５６（２４．３％） １８０（３２．６％）
合計 ９０２（１００％） １０６１（１００％） ９０９（１００％）
係」（関係節の構造）と「名詞「こと」外の関係」（内容節の構造）に分
けた。さらに，複合辞やその周辺を「文中の「こと」を含む複合辞等」
と「文末の「こと」を含む複合辞等」とした。この他に，語の一部，文
字列の一部は対象外とした。
Nのこと （例：あなたのことを心配していました）
名詞「こと」内の関係 （例：私が知っていることはこれだけです）
名詞「こと」外の関係 （例：料理を作ることを学んだ）
文中の「こと」を含む複合辞等 （例：幸いなことに，病気ではなかった）
文末の「こと」を含む複合辞等 （例：富士山に登ったことがある）
対象外：語の一部（例：言う，お返事），文字列の一部（例：とことん悩む）
２．３ データから見える傾向について
表２に各用法の使用頻度を示す。なお，これは各タスクや上・中・下位
群の区別を省いた最小限の表である。
表２からは，次のようなことが読み取れる。「Nのこと」は，学習者
の方が使用が多く，学習者にとって習得がしやすいことが推測される。
名詞「こと」内の関係，名詞「こと」外の関係は，いずれの話者につい
てもの方が使用が多い。の文中の「こと」を含む複合辞等は，いずれ
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表３ 「Nのこと」のタスク５と１２の内訳
タスク
タスク５
学習者・
母語話者
日本語学習者 中国語母語話者 日本語学習者 韓国語母語話者
日本語
母語話
者学習者レベル 下位群 中位群 上位群 小計 下位群 中位群 上位群 小計
Nのこと ６ ７ １０ ２３ ７ １１ １２ ３０ １４
タスク
タスク１２
学習者・
母語話者
日本語学習者 中国語母語話者 日本語学習者 韓国語母語話者
日本語
母語話
者学習者レベル 下位群 中位群 上位群 小計 下位群 中位群 上位群 小計
Nのこと ３ ２ ７ １２ ２ ６ ７ １５ １０
も少数であり，日本語母語話者と学習者の間であまり差は見られない。
文末の「こと」を含む複合辞等は，日本語母語話者＞日本語学習者（韓国
語母語話者）＞日本語学習者（中国語母語話者）の順に使用が多い。
３．日本語学習者による「こと」の使用の詳細
次に，「こと」について，日本語学習者の用法を日本語母語話者の用法
と比較しながらその特徴について考える。
３．１「Nのこと」について
「Nのこと」は，学習者の使用が日本語母語話者よりも多かった。さら
に学習者を上位群・中位群・下位群のレベル別で見ると，中国語母語話者
も韓国語母語話者も，下位群・中位群は「Nのこと」が少なく，上位群の
方が多い傾向があった。下に表３として，特に「Nのこと」の用例が多く
見られたタスク５と１２の数を示す。
先に見たように，坪根（２００２，２００３，２００４）は，「Nのこと」の正用順
序を中間的に位置付けている。上の結果と合わせると，学習者は習得が進
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むにつれ，「Nのこと」を正用するようになり，使用数も増えていくが，
それは，日本語母語話者の使用よりも多くなるということのようである。
ここからは，「Nのこと」が学習者にとって，習得ができれば使用しやす
い形式であることが推測できる。さらに，母語話者より使用数が多いこと
からは，学習者に特有の用法もあるのではないかということが推測される。
次に，各用例の具体的な内容を見ていく。まず，日本語学習者が「Nの
こと」を多く使用している例と，日本語母語話者がそれ以外の表現を使用
している例を対比させてみよう。なお，これは極端な対比であり，用例全
般にこのような違いが顕著に見られる訳ではない。
タスク５は，後輩の相談に乗るタスクである。４）の日本語学習者は「N
のこと」を多用している。ただし，多用しているとは言っても文法的な誤
用はないと考えられる。一方，５）は日本語母語話者が「Nのこと」を使
用していない例である。５）において，４）の「Nのこと」に該当する部
分は，「こと」でまとめられている内容をより具体的に述べていると考え
られる。
４）この間病院で会ったときは，相当ショックを受けたようですが，今は少しは
元気になれていますか？
 
さんから○○ちゃんは就職や卒業論文のことで悩んでいると聞きました。
事故のこともあって，落ち込んだり，不安を感じたりしても不思議ではない
ですよね。
私にも同じように，自分の未来がまったく見えず，ずっといらいらしている
時期がありました。
修士論文を書き終わったあとのことでした。
（YNUコーパス，タスク５，中国語母語話者，上位群，C０５８）
５）さて，そろそろ就活も本気で頑張りたい，卒論だって進めなきゃ，と何かと
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不安を抱えているようですね。
将来に関してきちんと考えられている証拠で不安になれているなら，これか
らいくらでも頑張れると思います。
私もかつて，大学三年の三月，部活動中に大きな怪我をし，三か月間入院生
活を送りました。
（YNUコーパス，タスク５，日本語母語話者，J０１６）
同様の対比を，短い物語（「七夕伝説」）を日本語で記述するタスク１２につ
いてもしてみよう。６）の日本語学習者の「Nのこと」と比べると，７）
の日本語母語話者による表現は，より具体的な表現であり，心内発話など
の引用も含まれることが分かる。
６）昔，空国に‘ジクニョ’という布を作る美しい王女が住みました。
‘ジクニョ’は仕事が好きで，他のことに興味がなく，ただ布を作る作業にい
つも夢中でした。
空国の王は頑張りすぎな‘ジクニョ’のことを心配し地上の‘ギョンウ’と
いう牛を飼っている人と結婚をさせました。
（YNUコーパス，タスク１２，韓国語母語話者，中位群，K０３５）
７）むかしむかし，天の神さまがいました。
天の神様には，「おりひめ」というとても美しい娘がいました。
おりひめははたを織るのが大好きで，毎日毎日美しいはたを織っていました。
しかし，織るのに夢中で，自分の髪や服装を気に留めようともしません。
心配した天の神様は，「そろそろおりひめにも婿が必要かもしれんのう。」と婿
を探しにでかけました。
（YNUコーパス，タスク１２，日本語母語話者，J０２１）
このように，「Nのこと」という表現は，学習者にとっては，具体的な記
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述を省略することができる表現と考えることができる。
次に，日本語母語話者が「Nのこと」を使用している例についても見て
みよう。タスク５の用例である８）に特徴的なのは，「Nのこと」以外の
「こと」や，「こともできない」「こともない」といった複合辞的な用法が
多いことである。
８）さて，就活や卒論のことだけど，私も同じようなことを経験したから，気持
ちはすごくよくわかるよ。
一日中ベッドの上で歩くこともできないし，友達からの連絡があるたびにみ
んなから遅れをとっているようで，どうしようどうしよう，とかなんで私だけ
がこんな目に，ってすごく辛かった。
どうしたらいいのかわからなくて一人で悩んでたけど，結局答えは出なかっ
たなぁ。
ただ，早くよくなって遅れを取り戻さなきゃって思いが強くなっていったか
ら，できるだけのことはしたよ。
人一倍リハビリ頑張ったし，栄養管理も徹底してやった。
それから，リハビリと寝てる時以外は，病室にパソコンを持ち込んで卒論進め
たり，資料とか本を読み込んだりして，その時できる全てのことをやろうとし
てたと思う。
プラスに考えれば，家事とか他のことに時間をとられることもないし，論文
に集中しやすい環境ではあるしね（笑）
（YNUコーパス，タスク５，日本語母語話者，J０２７）
タスク１２では，日本語母語話者はあまり「Nのこと」を使用していなかっ
た。ここではタスクの内容から「［人］のこと」という表現が出やすいは
ずであるが，９）のように２つ使用されている例は３０例中２例しかなかっ
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た。
９）おりひめの織る着物はたいそう美しく，町中の人がおりひめのことをかわい
がっていました。
そんなおりひめを１人のおじいさんがそっと見ています。
天の神さまです。天の神さまは，おりひめに見合う男の人を見付けて，おり
ひめと結婚させてあげたいと考えました。
天の神さまは旅に出ることにしました。
おりひめの結婚相手探しの旅です。
天の神さまがしばらく歩いていると草原に出ました。
すると向こうから大きな茶色い牛をひき連れた青年がやってきました。
青年はその町では有名な青年らしく，いつも一生懸命牛のお世話をしている
そうです。
そんな青年を見て，天の神さまは決めました。
「この青年をおりひめの結婚相手にしよう！」青年は，「ひこぼし」と名乗り
ました。
いざ対面！
おりひめとひこぼしが初めて顔を合わせると，２人は一瞬でお互いのことが
気に入りました。
（YNUコーパス，タスク１２，日本語母語話者，J００７）
さらに，日本語学習者が「Nのこと」を使用していない例についても見
ておこう。先に述べたように，上位群より下位群の方が，「Nのこと」の
使用が少ない傾向があった。次のタスク１２の例は，下位群の中国語母語話
者で，「Nのこと」や「こと」全般を使用していない例である。作文全体
には，単文だけでなく複文も見られるが，一方で，「織女」を主語にして
「織女は…玉帝を困らせました」と述べたり，「Nのこと」をとりやすい思
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考や心理を表す動詞を使用していないといった特徴が見られる。
１０）玉帝は一人の娘さんを持っています。
名前は織女という名前です。
なぜその名前だというと天国全ての神様の着物は全部織女で作られたからで
す。
そのうえ織女はものすごくきれいだから玉帝にも好かれていました。
織女はもう結婚の年になったものの，結婚相対はまだ見つからなくて玉帝を
困らせました。
だから玉帝は自ら人間社会へ飛び降りて捜しに捜した結果，ある農業に携る農
民が見つかりました。
主に牛をやっている人です。
その人の名前は牛郎と言います。
牛郎はとてもおとなしくて勤勉な好青年です。
そして玉帝も安心に自分の娘を牛郎に渡しました。
結婚した後牛郎と織女は毎日毎にラッブラッブでのんびりしています。
（YNUコーパス，タスク１２，中国語母語話者，下位群，C０１２）
以上，「Nのこと」について用例を見てきた。日本語学習者の使用が母
語話者より多いとは言っても，誤用でもなく不自然なほどではないと思わ
れる。学習者にとっては，事態を簡潔に述べるための，一種のストラテジ
ーであると考えるべきものではないかと思う。
３．２ 名詞としての「こと」と複合辞としての使用について
「文末の「こと」を含む複合辞等」は，日本語母語話者の使用の方が
多かった。一方で，構造が近い「名詞「こと」外の関係」については，
どの学習者・母語話者も「文末の「こと」を含む複合辞等」より多く使
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用していた。このことから，日本語母語話者が，「名詞「こと」外の関
係」の使用の中で，「文末の「こと」を含む複合辞等」を使用できると
ころは比較的多く使用する傾向があることが推測される。このような観点
からデータを見ることにする。
表４に，の用例が特に多く見られたタスクを抜き出したものを示す。
タスク１２の，短い物語（「七夕伝説」）を日本語で記述する用例を見てみ
よう。日本語学習者・母語話者共に，物語の展開や登場人物の説明をする
際に「こと」をよく使用しているが，日本語母語話者が「文末の「こと」
を含む複合辞等」が多いのに対し，日本語学習者は「名詞「こと」外の
関係」が多いという違いが見られた。これは，日本語母語話者が「ことに
なる」「ことにする」等の複合辞やそれに類する表現を使用するのに対し，
日本語学習者は「ことに決定する」「ことを知る」等のより語彙的な組み
合わせを使用する傾向があるためと考えられる。
まず，日本語母語話者の例を挙げる。ここでは「ことも（は）ない」「こ
とにする」といった複合辞的な表現が使われている。
１１）むかしむかし，天の神様の服をおる娘がいた。
「おりひめ」と呼ばれていたその娘はとても美しく，おりひめのおる服もとて
も美しかったそうだ。
そのおりひめは，毎日毎日，神様たちの服をおり，遊ぶこともなかった。
そんなおりひめのために，天の神様は「なにか楽しみを見つけてやろう」と
思い，すてきなむこを探してくることにした。
（YNUコーパス，タスク１２，日本語母語話者，J００２）
１２）むかしむかし，おりひめというとても美しい女性がいました。
彼女は毎日一生懸命はたおりをし，人々の服をつくっていました。
しかし，彼女は仕事ばかりをしているせいで，おしゃれもせず，結婚もせず
にいたので天の神さまがとても心配していました。
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そこで，神さまはおりひめの結婚相手を探してあげることにしました。
（YNUコーパス，タスク１２，日本語母語話者，J００４）
日本語学習者も，当然，上のような表現は使っている。しかし，数量的
には日本語母語話者より少なく，一方で，「名詞「こと」外の関係」に
分類した用法が使用されている。１３）では「ことに決定する」という，複
合辞的とは言えない組み合わせで「こと」が使用されている。１４）は特に
「こと」を含む表現を多用している例である。下線を引いた９例中，複合
辞的と言えるのは「ことは（が）できます」と「ということで」のみであ
る。
１３）すごく怒った神様は二人を各各東と西のところへ送れてしまいました。
二人は毎日悲しい時間をすごしました。
これをかわいそうと思った神様は毎年の７月７日，会えることに決定しまし
た。
（YNUコーパス，タスク１２，韓国語母語話者，下位群，K０３３）
１４）昔，天上の人と地上の人が分かれて住んでいました。
天上の人は「神」と呼ばれて，地上の人は「人」と呼ばれました。
昔のルールは，神と人と結婚することは禁止されていました。
神は人より魔法を持っています。
神の中で，織女という女の神がいて，彼女のお父さんは「玉皇大帝」です。
ある日，織女は人間が住んでいる地上に遊びに行きたいです。
そんなことをお父さんに言ったら，玉皇大帝は「うん，遊ぶことはできますが，
神のルールを違反しないで」と言いました。
織女は頭をたてに振りながら，一瞬に地上に着きました。
人間の中で，「牛朗」という人がいます。
彼は格好いいし，とても優しい人です。
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偶然，牛郎が織女に会いました。
そしてすぐに恋人になりました。
結婚したら，織女は自己が神のルールをやぶっしたということを気がつきし
た。
どうしようかなあ，毎日心配しています。
結局，お父さんは自分の娘がもう人間と結婚したということが知りました。
すごく怒っています。
織女が自分の娘は間違えないのに，神のルールを守るために，新婦をづふや
しました。
織女を連れて天上に戻って，牛郎のことを放っておいています。
しかし，天上に返ってから，毎日織女は夫のことを思い出して，泣いていま
す。
そんなことにお父さんが感動されました。
よく考えたら，「じゃ，毎年の７月７日，二人を会わせしょうか」と決意しま
した。
でも，７日の夜だけで，翌日分からなければなりません。
ということで，牛郎と織女の話が生まれました。
（YNUコーパス，タスク１２，中国語母語話者，下位群，C０２２）
このように，「文末の「こと」を含む複合辞等」と「名詞「こと」外
の関係」の使用に見られる差は，日本語母語話者が「文末の「こと」を
含む複合辞等」を多く使用する傾向があるのに対し，日本語学習者は「
名詞「こと」外の関係」に該当する用法を多く使用する傾向があるという
違いであると考えられる。
次に，タスク７の，指導教授におすすめの観光スポットを紹介する用例
を見てみよう。ここで目立つのは，下の表５に示すように，日本語母語話
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表５ 「ことができる」の使用数
学習者・母語話者別
日本語学習者
中国語母語話者
日本語学習者
韓国語母語話者 日本語
母語話者
学習者のレベル
下
位
群
中
位
群
上
位
群
小
計
下
位
群
中
位
群
上
位
群
小
計
「ことができる」 ０ ０ ２ ２ ３ ５ ６ １４ ２０
動詞可能形 ５ １０ ４ １９ ９ １２ ６ ２７ １４
者が可能を表す「ことができる」を多く使っている点である。日本語母語
話者は，観光に関してある場所を紹介する際に，そこでどのような体験が
できるかということを述べる際に「ことができる」を使用している。一方，
日本語学習者は，レベルが上がるにつれ同様の「ことができる」の使用が
増える。特に，韓国語母語話者がよく使う傾向がある。これは母語の転移
も考えられるであろう。しかし，いずれにしても日本語母語話者の使用の
方が多い。
さらに，動詞の可能形（可能動詞）の使用とも併せて見ると興味深い傾
向が見られる。タスク７のデータにおける日本語母語話者の使用数は１４例
であった。あまり差はないと考えられるが，比較的「ことができる」が多
いのは，目上の人に対して案内をする改まった文体においては，「ことが
できる」の方が使いやすいからかもしれない。一方，日本語学習者は，中
国語・韓国語のどちらの母語話者も，全般的に動詞可能形の方が「ことが
できる」よりも多かった。動詞可能形は下位群でも使用が見られ，中位群
が最も多く，上位群は比較的少ないという結果であった。ただし，形態的
な誤用も見られるため，習得ができているとは言いにくい。特に中位群で
は過剰使用の状態にあると考えられる。
具体的な用例を見てみよう。先に述べたように，日本語母語話者は，観
光に関してある場所を紹介する際に，そこでどのような体験ができるかを
説明する際に「ことができる」や動詞可能形を使用する。特徴的なのは，
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「ことができる」と動詞可能形を混ぜて使っている例があまりないことで
ある。両者を混ぜて使っている例としては，最後の１９）がある。ここでは
謙譲語の動詞の可能形「いただける」と「ことができる」が一緒に使用さ
れている。
１５）◎京都南禅寺
日本の古都，京都はたくさんの寺院と風情豊かな町家と言われる家屋が並ん
でいる日本の名所です。
おそらく，数多くの外国人観光客は京都を必ず訪れるでしょう。
着物という服を着て街を歩くこともでき，日本の文化を全身で感じることがで
きると思います。
（YNUコーパス，タスク７，日本語母語話者，J０１１）
１６）私の故郷は自然がとても多く，都会の忙しさを忘れることができます
富士山や毛無山という山々に囲まれ，富士五湖や白糸の滝といった富士山の
湧き水を堪能できるスポットが多くあります。
その中でも一番のお薦めは，朝霧高原という広い高原があり，多くの牧場が
牛乳を使った様々なデザートや牛肉を使った料理を味わうことができます。
静かな町で，温泉も多くありますので，日頃の疲れを癒すことができれば幸
いです。
なにか分からないことがありましたらお電話いただければうれしいです。
（YNUコーパス，タスク７，日本語母語話者，J０２９）
１７）長野に行かれるのですね
今の時期は雪が降ったり晴れたり，変わりやすい天気だと思いますが，防寒
対策さえしっかりしていけば，とても楽しめると思います。
最近の長野の様子は良く分かりませんが，私の地元の大町市ですと，富山県
境の黒部ダムは，よく観光される方が多いです。
時期的に運が良ければ，ダムとその周りの紅葉もきれいに見られるかもしれ
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ません。
（YNUコーパス，タスク７，日本語母語話者，J００５）
１８）先生が休暇で千葉にいらっしゃるというのを聞いてとても嬉しく思います！
お聞きしたお薦めの観光スポットですが，先生がいらっしゃるのは春休みの
間ですので，ちょうど菜の花が見頃です。
菜の花畑は田舎の方へ行けばどこでも見られると思いますが，観光というこ
とでしたら○○にあるマザー牧場が私のお薦めです。
菜の花も見られますし，のどかな牧場と自然の風景，本場のソフトクリーム
なども味わえて一石三鳥だと思います！
また南房総方へ行けば太平洋で採れる新鮮な魚料理も食べられます。
（YNUコーパス，タスク７，日本語母語話者，J００９）
１９）伊藤先生
ご連絡ありがとうございました。
湘南に立ち寄ってくださること，嬉しく思います。
お薦めの観光スポットですが，江ノ島はご飯もおいしく，楽しんでいただけ
るのではないかと思います。
晴れていれば，海風も気持ち良いと思います。
近くにある江ノ島水族館もおすすめです。
また，電車で鎌倉の方へ足を運ぶのも良いかもしれません。
江ノ電を使ってお寺巡りをしたり，鶴ヶ岡八幡宮までの道を歩いたりするこ
ともできます。
江ノ電は一日乗車券もあると思うので，もし良ければ活用してください。
何か不明な点などがあれば，またご連絡ください。
楽しんでいただけると幸いです。
（YNUコーパス，タスク７，日本語母語話者，J００２）
日本語学習者も，用例についてはあまり大きな違いはないようである。
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２１）のように「ことができる」と動詞可能形を併用している例もある。動
詞可能形については，２３）の「入られます」のように形態上の誤用も見ら
れる。
２０）３月に韓国に行かれるということですね。
大変うれしいです。
３泊４日だとそう長くはありませんが，韓国を充分味わうことができると思
います。
では，韓国の観光スポットやご当地グルメなどご紹介したいと思います。
まずは，韓国の朝鮮時代の王様や王妃様が生活した宮（グン）というものが
あります。
特に，「ギョンボッグン」と「チャンドッグン」はソウル市内に位置し，様々
なイベントもありますのでおすすめです。
もちろん日本語ガイドもありますので説明なども聞くことができます。
（YNUコーパス，タスク７，韓国語母語話者，上位群，K００６）
２１）しかし一方，約１００年前まではチョウセンの首都でもありましたので当時の城
や王宮などもご覧になることができると思います。
二番目に申し上げましたプサンについては日本に一番近い南東にありまして
豊富な海産物を味わうことができます。
そして関東と関西の違いのようにソウルとプサンも様々な違いがございます
ので一回の旅で両方を観光なさると両方を比べながら楽しめると思います。
２２）ソウルは韓国の一番大きい都市です。
かなり発達なれている現代の都市ですが，ソウルの中心にある古代韓国の建
物は本当に美しいです。
そこでビビンパというおいしい韓国料理も食べられます。
またけっこう近いところにミョンドンというところがあって，そこで買い物も
できるし韓国の若者たちの様子も見られます。
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ソウルはミョンドンを中心にして道歩で６時間ならだいたい見られると思い
ます。
（YNUコーパス，タスク７，韓国語母語話者，下位群，K０２１）
２３）夏の内に，以下のところにいらっしゃったほうがいいと思う。
吉林省の長白山
“天池”を見られる時期でとてもきれいなところです
また，天然温泉に入られますよ。
長白山のおみやげは“人参”わげです。
四川省の“九寨？”
私は行ったことがないのに，中国でとても有名な旅行経地って中国人みんな
知ってますよ。
景色もいいし，当地の人もやさしいです。
山に登ると，一年四季を感じられますよ。
（YNUコーパス，タスク７，中国語母語話者，下位群，C０２０）
以上のように，「こと」を含む複合辞と，「ことができる」については動
詞可能形との関連を見た。日本語学習者は，日本語母語話者に比べて動詞
可能形を使う傾向にあるが，誤用もあるため，習得ができているとは言い
難い。一方，「ことができる」は，母語話者の使用が多く，学習者はレベ
ルが上がるにつれて増える傾向がある。誤用はほとんど見られない。これ
は形態的に比較的容易であるためと考えられる。
まとめ
本稿では，形式語「こと」「もの」についての日本語学習者の書き言葉
コーパスによる調査の結果をもとに，特に「こと」の習得について，日本
語母語話者の使用と比較して考察した。
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まず，学習者が多く使用する用法として「Nのこと」に注目した。学習
者はレベルが上がるにつれて「Nのこと」の使用が増えていくが，一方で，
日本語母語話者より多く使用するようになることも分かった。これは，誤
用とは言えないことから，表現を簡潔にするための，一つのストラテジー
として捉えるべきものではないかと考えた。
また，「文末の「こと」を含む複合辞等」については，「名詞「こと」外
の関係」と関連づけて考察した。日本語学習者より，日本語母語話者の方
が複合辞的な表現が多く，また，「ことができる」と動詞可能形では，学
習者は後者を積極的に使うという結果が見られた。日本語学習者は，学習
の途中で，語彙的な表現を比較的多く使用し，複合辞的な表現については，
レベルが上がるにつれて使用するようになるという傾向としてまとめられ
るかもしれない。
本稿は，平成２９年度専修大学日本語日本文学文化学会個人研究助成金，並びに，平成
３０年度専修大学研究助成（第一種）「日本語学習者による複合辞の習得についての研究」
による研究成果の一部である。２で示したデータのコーパスからの用例収集作業は，上
記のうち後者による大学院生の作業に依っている。
また，本稿の内容は，２０１８年１２月８，９日に香港理工大学で開催された，第１２回国際
日本語教育・日本研究シンポジウムにおける筆者の口頭発表「形式語「こと」「もの」の
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